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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第100期

第３四半期連結
累計期間

第101期
第３四半期連結
累計期間

第100期
第３四半期連結
会計期間

第101期
第３四半期連結
会計期間

第100期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 117,414 95,804 42,858 38,295 154,366

経常利益（百万円） 1,569 1,894 441 914 3,347

四半期（当期）純利益（百万円） 383 897 65 536 1,820

純資産額（百万円） － － 60,261 61,982 61,328

総資産額（百万円） － － 111,128 114,063 110,849

１株当たり純資産額（円） － － 894.99 920.58 910.85

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
5.74 13.35 0.97 7.98 27.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 54.1 54.2 55.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
6,349 4,394 － － 9,288

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△5,653 △3,593 － － △9,112

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,814 △1,850 － － 2,256

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 14,738 13,668 14,660

従業員数（人） － － 1,689 1,723 1,703

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ミツウロコ(E01074)

四半期報告書

 2/26



２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,723(259)

　（注）従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託を含む。）は当第３四半期連結会計期間の平

均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年12月31日現在

従業員数（人） 806     

　（注）従業員数は就業人員数であります。

なお、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員が従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略し

ております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　　事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

　　エ ネ ル ギ ー 事 業（百万円） 53 59.2

　　風  力  発  電 事 業（百万円） 161 92.5

　　そ   の   他   事 業（百万円） 46 128.4

　　　　　合　　　　　計（百万円） 261 86.8

　（注）１．エネルギー事業については当社の煉炭生産実績、風力発電事業については風力発電事業会社の電力生産実　

　　　　　　績、その他事業については㈱富士清水の飲料水生産実績であり、それぞれ実際生産金額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　　事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

　　エ ネ ル ギ ー 事 業（百万円） 31,065 89.8

　　そ   の   他   事 業（百万円） 154 83.8

　　　　　合　　　　　計（百万円） 31,220 89.8

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　　事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

　　エ ネ ル ギ ー 事 業 （百万円） 37,034 88.0

　　賃　　　　貸　 事 業 （百万円） 471 154.8

　　風  力  発  電 事 業 （百万円） 272 104.6

　　アミューズメント事 業（百万円）　　

　　　　　　　　　
280 －

　　そ　 の　 他　 事 業 （百万円） 235 102.1

　　　　合　　　　　計   （百万円） 38,295 89.4

　

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（１）経営成績の分析　　

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済情勢は、前年度後半以降の世界同時不況から持ち直しつつある

ものの、雇用環境の悪化、個人消費の低迷など依然として厳しい状況が続いております。

当社グループの主力事業であるエネルギー事業を取り巻く環境は、当社グループ主力商品であるLPガスの輸入指

標価格となるCP（Contract Price＝輸入通告価格）の上昇により、10月以降1トンあたり550～700ドル付近を高水準

で推移しており、小売市場における同業者や他エネルギー事業者との顧客獲得競争の激化もあり、依然として利益確

保が困難な状況にあります。

こうした状況下、当社グループでは営業拠点の見直しや物流合理化策の推進等、事業効率向上施策を継続的に推進

するとともに、エネルギー製品の販路拡大等に努めてまいりました。また、アミューズメント事業については営業開始

に伴う費用により営業損失となりましたが、新たに開業した商業施設での賃貸収入の増加等により全体では営業利益

が増加いたしました。

　

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は前年同期比10.6％減の382億95百万円、営業利益は前年同期比

117.8％増の９億73百万円、経常利益は前年同期比107.1％増の９億14百万円、四半期純利益は前年同期比721.6％増の

５億36百万円となりました。

事業の種類別セグメントの状況は以下のとおりですが、従来「ボウリング場や温浴施設等の遊戯娯楽施設の経営」

については、「その他事業」に含めておりましたが、事業内容をより明確にするため、第2四半期連結会計期間より

「アミューズメント事業」のセグメント名称として分離変更いたしました。

（エネルギー事業）

ＬＰガス・石油製品ともに前年同期に比べ販売価格が下落したことから、売上高は前年同期比12.0％減の370億

34百万円、営業利益はコスト削減により前年同期比11.3％増の10億15百万円となりました。

（賃貸事業）

ＨＡＭＡＢＯＷＬ　ＥＡＳ（ハマボール・イアス）の賃貸収入増加により、売上高は前年同期比54.8％増の４億

71百万円、営業利益は前年同期比19.4％減の98百万円となりました。

（風力発電事業）

風況が良好であったこともあり、発電量増加で売上高は前年同期比4.6％増の２億72百万円、営業利益は連結子会

社の完全子会社化等によるのれん償却費増加や、発電所の修繕費用増加等により前年同期比62百万円減の９百万円

の営業損失（前年同期は53百万円の営業利益）となりました。

（アミューズメント事業）

平成19年１月14日以降、再開発を行い平成21年３月12日にグランドオープンし、営業を再開した横浜市西区の複

合アミューズメント施設「ＨＡＭＡＢＯＷＬ ＥＡＳ（ハマボールイアス）」内における温浴施設「ＳＰＡＥＡＳ

（スパ・イアス）」、ならびに連結子会社である株式会社ハマボールが運営するボウリング場「ハマボール」によ

る売上高は２億80百万円、営業利益は営業開始に伴う費用により１億26百万円の営業損失となりました。

（その他事業）

リース売上、飲料水売上ともに前年と比較してほぼ横ばいとなり、売上高は前年同期比2.1％増の２億35百万円、

営業利益はリース関係の会計基準の変更の影響により前年同期比６億68百万円増加の１億54百万円（前年同期は

５億14百万円の営業損失）となりました。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少５億16百万円、受取手形及び売掛金の増加28億69

百万円、有形固定資産の減少16億84百万円、無形固定資産の減少８億17百万円、投資有価証券の増加18億19百万円等

により、前連結会計年度末と比較して32億13百万円増加の1,140億63百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金の増加45億34百万円、未払法人税等の減少９億90百万円、長期借入金の減少４億30百

万円等により、前連結会計年度末と比較して25億59百万円増加の520億80百万円となりました。

純資産は、配当金の支払い10億９百万円及び四半期純利益８億97百万円等による利益剰余金の増加35百万円、そ

の他有価証券評価差額金の増加６億48百万円により、前連結会計年度末と比較して６億53百万円増加の619億82百

万円となりました。　

以上により、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して1.0ポイント減少して54.2％となりました。　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の増減、売上債権の増減額等により前年同期比13億29百万円

(65.7％)減少し、６億93百万円の現金及び現金同等物を得ました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出の減少及び前年同期の連結子会社の完全

子会社化による関係会社株式の取得による支出等により支出額が前年同期比10億20百万円(70.9％)減少し、現金

及び現金同等物を４億18百万円使用する結果となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額及び長期借入金の返済による支出により前年同

期比14億97百万円減少し、現金及び現金同等物を５億97百万円使用する結果となりました。　　　　　　　　（前年同期

は９億円の現金及び現金同等物を得ました。）　

　以上の結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、前四半期連結会計期間末と比較して３億22百万円減少し　

136億68百万円となりました。

　

 （４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　　

 （５）研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　　　　　当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 197,735,000

計 197,735,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,137,308 68,137,308
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数100株

計 68,137,308 68,137,308 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　        該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成21年10月１日
～

平成21年12月31日　
－ 68,137,308 － 7,077 － 366

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

　す。

　　　　　　　　　　　　

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

 （自己保有株式） 

 普通株式 827,200
－ －

 （相互保有株式）

 普通株式 277,900
－ －

完全議決権株式（その他）  普通株式 66,951,400 669,514 －

単元未満株式  普通株式 80,808 － －

発行済株式総数 68,137,308 － －

総株主の議決権 － 669,514 －

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
株式会社ミツウロ
コ

東京都千代田区　
外神田４－14－１

827,200 － 827,200 1.21

（相互保有株式）
新潟サンリン株式
会社

新潟県新潟市中央
区東出来島11－18

271,900 － 271,900 0.39

（相互保有株式）
伊香保ガス株式会
社

群馬県渋川市　　伊
香保町伊香保549
－19

6,000 － 6,000 0.00

計 － 1,105,100 － 1,105,100 1.62
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 590 593 585 594 685 687 694 642 676

最低（円） 532 551 502 530 574 604 609 580 609

　（注）最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は次のとおりであり、役職が変

更となっております。

　　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名　 　氏名 　異動年月日

代表取締役兼常務執行役員

コーポレートスタッフ部門

管掌兼不動産事業部門管掌

兼財務企画部長　

代表取締役兼常務執行役員

コーポレートスタッフ部門

兼不動産事業部門管掌兼グ

ループＣＳＲ推進部長　　

渡邉　雅人 　平成21年12月1日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,505 32,021

受取手形及び売掛金 ※2
 13,584 10,714

商品及び製品 2,952 2,470

原材料及び貯蔵品 242 224

繰延税金資産 408 617

その他 1,907 1,553

貸倒引当金 △142 △89

流動資産合計 50,458 47,511

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 14,646

※1
 15,630

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 10,246

※1
 11,037

土地 13,054 13,121

建設仮勘定 330 66

その他（純額） ※1
 1,202

※1
 1,309

有形固定資産合計 39,480 41,164

無形固定資産

のれん 3,192 3,944

その他 655 721

無形固定資産合計 3,848 4,665

投資その他の資産

投資有価証券 9,986 8,166

繰延税金資産 840 905

その他 9,455 8,421

貸倒引当金 △185 △225

投資その他の資産合計 20,097 17,268

固定資産合計 63,425 63,099

繰延資産 179 238

資産合計 114,063 110,849
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,978 8,444

短期借入金 7,274 7,609

未払法人税等 155 1,145

引当金 459 928

その他 2,905 3,043

流動負債合計 23,773 21,170

固定負債

社債 3,000 3,000

長期借入金 15,580 16,010

繰延税金負債 1,888 1,564

退職給付引当金 1,778 1,774

その他の引当金 923 904

負ののれん 15 24

その他 5,120 5,071

固定負債合計 28,307 28,350

負債合計 52,080 49,521

純資産の部

株主資本

資本金 7,077 7,077

資本剰余金 5,843 5,843

利益剰余金 48,585 48,550

自己株式 △575 △571

株主資本合計 60,932 60,900

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,286 638

繰延ヘッジ損益 △347 △315

評価・換算差額等合計 939 322

少数株主持分 109 105

純資産合計 61,982 61,328

負債純資産合計 114,063 110,849
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 117,414 95,804

売上原価 98,375 75,720

売上総利益 19,038 20,084

販売費及び一般管理費 ※
 17,543

※
 18,136

営業利益 1,495 1,947

営業外収益

受取利息 159 116

受取配当金 138 147

その他 365 332

営業外収益合計 664 597

営業外費用

支払利息 377 444

その他 212 206

営業外費用合計 590 650

経常利益 1,569 1,894

特別利益

固定資産売却益 432 49

投資有価証券売却益 － 108

事業譲渡益 － 418

その他 74 8

特別利益合計 507 583

特別損失

固定資産除却損 － 191

投資有価証券評価損 473 261

その他 194 1

特別損失合計 668 454

税金等調整前四半期純利益 1,408 2,023

法人税、住民税及び事業税 1,163 854

法人税等調整額 △77 266

法人税等合計 1,085 1,120

少数株主利益又は少数株主損失（△） △61 5

四半期純利益 383 897
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 42,858 38,295

売上原価 36,368 31,282

売上総利益 6,489 7,012

販売費及び一般管理費 ※
 6,042

※
 6,039

営業利益 446 973

営業外収益

受取利息 39 30

受取配当金 26 37

受取保険金 － 34

その他 134 58

営業外収益合計 200 161

営業外費用

支払利息 126 167

その他 78 53

営業外費用合計 205 220

経常利益 441 914

特別利益

固定資産売却益 19 8

投資有価証券売却益 － 97

事業譲渡益 － 25

その他 － 3

特別利益合計 19 134

特別損失

投資有価証券評価損 179 157

その他 33 14

特別損失合計 213 172

税金等調整前四半期純利益 247 876

法人税、住民税及び事業税 249 94

法人税等調整額 △68 245

法人税等合計 181 340

少数株主利益 0 0

四半期純利益 65 536
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,408 2,023

減価償却費 3,056 3,541

減損損失 56 －

のれん償却額 190 182

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △23

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 22

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 12

関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） － △53

受取利息及び受取配当金 △298 △264

支払利息 377 444

持分法による投資損益（△は益） － 25

投資有価証券売却損益（△は益） － △108

投資有価証券評価損益（△は益） 473 261

固定資産除売却損益（△は益） △432 142

事業譲渡損益（△は益） － △418

売上債権の増減額（△は増加） 745 △2,828

たな卸資産の増減額（△は増加） 726 △500

仕入債務の増減額（△は減少） 1,475 4,526

その他 40 △196

小計 7,820 6,789

利息及び配当金の受取額 248 318

利息の支払額 △339 △435

法人税等の支払額 △1,380 △2,278

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,349 4,394

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,319 △1,729

定期預金の払戻による収入 1,563 275

有価証券の償還による収入 300 －

有形固定資産の取得による支出 △3,908 △1,364

有形固定資産の除却による支出 － △87

有形固定資産の売却による収入 724 254

無形固定資産の取得による支出 △1,250 △495

無形固定資産の売却による収入 423 －

事業譲渡による収入 － 421

投資有価証券の取得による支出 △1,382 △1,302

投資有価証券の売却による収入 － 333

関係会社株式の取得による支出 △841 △10

短期貸付金の増減額（△は増加） － △1

長期貸付けによる支出 － △31

長期貸付金の回収による収入 － 15

その他 38 128

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,653 △3,593
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △344 △560

長期借入れによる収入 4,048 1,000

長期借入金の返済による支出 △1,135 △1,204

リース債務の返済による支出 － △79

社債の償還による支出 △200 －

自己株式の取得による支出 － △3

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △866 △1,001

その他 312 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,814 △1,850

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,510 △1,050

現金及び現金同等物の期首残高 12,228 14,660

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 58

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 14,738

※
 13,668
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、非連結子会社であった㈱

三鱗、㈱メックサービス及び大阪ミツウロコ流通㈱は重要

性が増加したため、連結の範囲に含めております。

(2)変更後の連結会社の数

　 38社

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除却損」は、特別

損失総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとし、前第３四半期連結累計期間

の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除却損」は81百万円であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「退職給付引当金の増減額（△は減少）」、「役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）」、「貸倒引当金の増減額

（△は減少）」、「関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少）」、「持分法による投資損益（△は益）」及び「投資

有価証券売却損益（△は益）」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとし、前第３

四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる各項目はそれぞれは198百万円、

△55百万円、△15百万円、△14百万円、30百万円及び３百万円であります。

　前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「投資有価証券の売却による収入」、「短期貸付金の増減額（△は増加）」、「長期貸付けによる支出」及び「長期貸

付金の回収による収入」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとし、前第３四半期

連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる各項目はそれぞれ５百万円、　△０百万

円、△５百万円及び13百万円であります。

　前第３四半期連結累計期間において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりまし

た「自己株式の取得による支出」及び「自己株式の売却による収入」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計

期間では区分掲記することとし、前第３四半期連結累計期間の「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に

含まれる各項目はそれぞれ△１百万円、０百万円であります。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取保険金」は、営業外

収益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとし、前第３四半期連結会計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「受取保険金」は58百万円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合に、前連

結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、33,799百万円で

あります。

※２．第３四半期連結会計期間末日満期手形

　　　第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関

の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして

処理しております。当第３四半期連結会計期間末日満

期手形の金額は次のとおりであります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、34,225百万円で

あります。

　２．　　　　　　　　―――――― 

受取手形　　　　　　　　　　　　98 百万円 　

３．偶発債務について ３．　　　　　　　──────

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対

し債務保証を行っております。

 

　

武蔵エナジックセンター㈱　　　　30 百万円

㈱茨城エナジック　　　　　　　　36 百万円

計　　　　　　　　　　　　　　66 百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

給料手当 4,282　百万円

賞与引当金繰入額 449 

役員賞与引当金繰入額 16 

退職給付費用 210 

役員退職慰労引当金繰入額 69 

減価償却費 2,199 

のれん償却額 190 

貸倒引当金繰入額 76 

給料手当 4,219　百万円

賞与引当金繰入額 445 

役員賞与引当金繰入額 16 

退職給付費用 221 

役員退職慰労引当金繰入額 98 

減価償却費 2,105 

のれん償却額 191 

貸倒引当金繰入額 76 
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

給料手当 1,118　百万円

賞与引当金繰入額 449 

役員賞与引当金繰入額 4 

退職給付費用 66 

役員退職慰労引当金繰入額 21 

減価償却費 735 

のれん償却額 106 

貸倒引当金繰入額 27 

給料手当 1,076　百万円

賞与引当金繰入額 445 

役員賞与引当金繰入額 2 

退職給付費用 71 

役員退職慰労引当金繰入額 35 

減価償却費 711 

のれん償却額 63 

貸倒引当金繰入額 17 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成20年12月31日現在）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成21年12月31日現在）

 (百万円) 

現金及び預金勘定 30,808 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △15,602 

預入期間はないが実質的に拘束され　

ている預金

△467 

現金及び現金同等物 14,738 

 

 (百万円) 

現金及び預金勘定 31,505 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △17,361 

預入期間はないが実質的に拘束され　

ている預金

△474 

現金及び現金同等物 13,668 

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　68,137千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 927千株

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月13日

取締役会
普通株式 1,009 15平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
エネル
ギー事業
（百万円）

賃貸事業
 

（百万円）

風力発電事
業

（百万円）

その他事業
 

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連　結
 

（百万円）

　　売　　上　　高        

（1）外部顧客に対する売上高 42,061 304 260 230 42,858 － 42,858

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
58 3 － 432 495 (495) －

計 42,120 308 260 663 43,353(495)42,858

　　営業利益又は営業損失(△) 912 121 53 △514 573 (126) 446

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 

エネル
ギー事業
　
（百万円）

賃貸事業
 
　

（百万円）

風力発電
事業
　
（百万円）

アミュー
ズメント
事業
（百万円）

その他事業
 
　

（百万円）

計
 
　

（百万円）

消去又は
全社
　
（百万円）

連　結
 
　

（百万円）

　　売　　上　　高         

（1）外部顧客に対

する売上高
37,034 471 272 280 235 38,295 － 38,295

（2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

59 50 － － 253 363 (363) －

計 37,094 521 272 280 489 38,658(363)38,295

　　営業利益又は営業

損失(△)
1,015 98 △9 △126 154 1,131 (158) 973

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
エネル
ギー事業
（百万円）

賃貸事業
 

（百万円）

風力発電事
業

（百万円）

その他事業
 

（百万円）

計
 

（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連　結
 

（百万円）

　　売　　上　　高        

（1）外部顧客に対する売上高 114,981 897 691 844 117,414 － 117,414

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
190 11 － 1,264 1,465(1,465) －

計 115,171 908 691 2,108118,879(1,465)117,414

　　営業利益又は営業損失(△) 1,760 332 △48 △201 1,843 (348) 1,495
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当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 

エネル
ギー事業
　
（百万円）

賃貸事業
 
　

（百万円）

風力発電
事業
　
（百万円）

アミュー
ズメント
事業
（百万円）

その他事業
 
　

（百万円）

計
 
　

（百万円）

消去又は
全社
　
（百万円）

連　結
 
　

（百万円）

　　売　　上　　高         

（1）外部顧客に対

する売上高
91,9531,447 728 868 806 95,804 － 95,804

（2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

183 151 － － 826 1,161(1,161) －

計 92,1361,599 728 868 1,63296,965(1,161)95,804

　　営業利益又は営業

損失(△)
1,929 351 △218 △377 686 2,371 (423) 1,947

　

（注）１．（1）事業区分の方法

当社グループの事業区分の方法は、消費者の用途区分、流通経路等の共通性並びに社内における経営管理

区分に基づき、下記（2）による事業区分としております。

（2）各事業区分の主要商品並びに営業品目

事　業　区　分 主要商品並びに営業品目

エネルギー 事  業
ガソリン、軽油、白灯油、ＬＰガス、煉炭、豆炭等及び燃焼用・厨房用等の住宅設備

機器

賃　 貸 　事 　業 オフィスビル、マンション等不動産の賃貸

風 力 発 電 事 業 電力会社への売電

アミューズメント事業 ボウリング場や温浴施設等の遊戯娯楽施設の経営

そ  の  他  事 業リース業、保険代理業及び飲料水の製造販売

　

　　　２．事業区分の方法の変更

従来、「ボウリング場や温浴施設等の遊戯娯楽施設の経営」については、「その他事業」に含めておりまし

たが、事業内容をより明確にするため、「その他事業」から分離しセグメントの名称を「アミューズメント事

業」といたしました。

なお、アミューズメント施設は平成19年１月14日以降、再開発を行い平成21年３月12日にオープンしたため、

前第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間の「売上高」及び「営業利益又は営業損失(△)」

には、「アミューズメント事業」の「売上高」及び「営業利益又は営業損失(△)」は含まれておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）に本邦以外の

国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため所在地別に関するセグメント情報の記載事項は

ありません。

　 

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）に海外売上高

がないため海外売上高に関するセグメント情報の記載事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 920.58円 １株当たり純資産額 910.85円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5.74円 １株当たり四半期純利益金額 13.35円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 383 897

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 383 897

期中平均株式数（千株） 66,923 67,214

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.97円 １株当たり四半期純利益金額 7.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 65 536

普通株主に帰属しない金額（百万円） －     

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 65 536

期中平均株式数（千株） 67,216 67,213

　

（重要な後発事象）

　　  該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月11日

株式会社ミツウロコ

取締役会　御中

あ　ず　さ　監 査 法 人

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 和田　正夫　　印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 髙尾　英明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミツウロコ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る訂正報告書の四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミツウロコ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基

づき、四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レビューを行った。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

株式会社ミツウロコ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士 和田　正夫　　印

 
指 定  社 員
業務執行社員

 公認会計士　 髙尾　英明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミツウロコ

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミツウロコ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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